






























時間超～2時間台」と回答した人の割合は、1985年の 42.1％から 2005年には 49.2％に、
また休日についても、18.3％から 31.0％にそれぞれ高まっている。 
	 親子のコミュニケーションは 2005年に行われたアンケートの結果によると、母親の 8
役割は「よく対話する」(79.6%)一方、父親は 54.4%と父母に大きく差がある。 「コミ
ュニケーションの時間がほとんどない」と答えた親は 平日 3.2% 、休日 1.9%。子供と朝
ごはんを食べている親は、父親約 27%、母親約 50%。子供と一緒に晩御飯を食べている親






















































	 1980 年の調査では、父親が育児をよく手伝うか という問いに対し、よく手伝ってく







































なかった (27人) あった(知らない人についていかない、危険な場所にいかないように) (3人) 
 
近所の人に迷惑をかけて、親に叱られた覚えはありますか？ 

















特になし(27人) ある(3人) (無断になんぼに入った、怪我した、花を摘んだ) 
あなたは自分の子供に自分の目が届かないところで遊ぶことを許していますか？ 












































































1. 日本子供社会学会編、『今、子供社会に何が起こっているのか』	 、北大路書房	 
2. 生活総研、『3.11後に生まれた日本の家族の新湖流』、2013	 




5.親子コミュニケーションに関するアンケート結果報告書、1988 年〜1998 年〜2008 年
〜2013 年、呉市親子コミュニケーション能力開発事業、呉市教育委員会、平成21年 8
月	 




株式会社	 くらしノベーション研究所	 共働き家族研究所、2014 年 7月 11日	 
9.保育園に子供を預けている共働き夫婦に聞いた「共働き夫婦の仕事と家庭生活に関す
る調査」松田茂樹、2005 年 7月	 
10.６～18歳の子供を持つ父母600名に聞いた「親子関係に関するアンケート調査」、
研究開発室副主任研究員	 丹野	 裕人、2005年 4月	 
	 
	 
	 
- 125 -
